
【取組内容①】 八丈島を紹介するオリジナルサイト制作

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

技術の授業で実施した「八丈島を紹介するオリジナルサイト制作」の学習活動についてまとめます。本プロ
ジェクトでは、ウェブサイト制作の基本を学びながら、八丈島の魅力を発信することを目的としました。

学習の流れ
① HTML、CSS、JavaScript の基礎学習
最初に、Lesson アプリを使用して、HTML、CSS、JavaScript の基礎を学習しました。こ
の学習を通じて、ウェブページの構成やデザイン、動的な要素の実装方法を習得しました。
各自が一人一台端末を活用し、自分の進度や能力に合わせた個別最適な学習を進めました。
②八丈島の魅力を調査
次に、八丈島のさまざまなスポットや文化について調査し、その中から特に魅力的なポイ
ントを抽出しました。観光名所や伝統文化、特産品などを取り上げました。本調査は、英
語の授業や総合的な学習の時間での地域学習とも連携し、教科横断的な学習として実施し
ました。
③担当スポットのページ制作
一人ひとりが担当スポットを決定し、その魅力を伝えるページを作成しました。初めは全
員共通のレイアウトを使用し、統一感を持たせながら作成しました。制作過程では、個々
の学習進度に応じて適切なサポートを受けながら取り組みました。
④サイトの改善
作成が完了した生徒から、他の生徒のページを確認しながら自分のページの改善を進めま
した。進捗状況は Google スプレッドシートを用いて可視化し、協力しながら作業を進め
ました。他人と協働的に学び合うことで、より良いコンテンツの作成を目指しました。
⑤英語版の作成
完成したページを、英語の授業の時間を活用して英訳しました。英語での表現力を向上さ
せるとともに、サイトの情報をより多くの人に届けられるようにしました。これにより、
英語学習と地域学習を組み合わせた教科横断的な学びが実現しました。
⑥互いのページを評価
最後に、作成したページをクラスメイト同士で評価しました。デザイン、内容の充実度、
読みやすさなどを基準にフィードバックを行い、相互評価を通じてさらなる向上を目指し
ました。

日本語のサイト



八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容①】 八丈島を紹介するオリジナルサイト制作

成果と学び
•技術的スキルの向上: HTML、CSS、JavaScript の基本的な知識を実
践的に活用できた。
•個別最適な学習: 一人一台端末を活用し、自分のペースで進めながら
学習することができた。
•協働的な学習: スプレッドシートを活用した進捗管理と、相互レビュ
ーによるブラッシュアップが有効だった。
•地域理解の深化: 八丈島の魅力を調査し、発信することで、地元の文
化や観光資源について深く理解できた。
•英語での情報発信: 英語版を作成することで、表現力やスピーキング
能力を向上させることができた。
•教科横断的な学び: 技術、英語、総合的な学習の時間が連携し、より
深い学びを実現できた。

進捗管理に利用したスプレッドシート

英語のサイト



【取組内容②】動画や資料の共有（中学1年技術）

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

(1) 作業方法のスライドや動画の共有
作業の方法について、スライドや動画を作成し、
いつでも閲覧できるようにオンラインで共有して
いる。これにより、生徒は授業時間外でも必要な
情報を確認でき、作業の進め方に関する理解を深
めることができる。
(2) 進捗表の可視化
クラス全体の作業進度を視覚的に把握できるよう、
進捗表を作成し教室内に掲示している。これによ
り、生徒同士で互いの進度を確認し、分からない
部分について相談しやすくなる。
(3) 自由進度学習の採用
本授業では、生徒が各自のペースで作業を進めら
れる自由進度学習を導入している。そのため、作
業の進行に個人差が生じやすいが、前述のスライ
ド・動画の活用や進捗表の可視化により、必要な
情報を適切に得ながら自律的に学習を進めること
が可能となる。
3. 実践の効果
本実践を通じて、以下のような効果が見られた。

•生徒が作業の手順を自主的に調べるようになり、
主体的な学習態度が育成された。

•進捗表によりクラス全体の進行状況が一目で分か
るため、生徒同士の協力が促進された。
•いつでも学習資料を参照できる環境が整備される
ことで、作業の停滞が減少し、教員のフォローも
しやすくなった。



【取組内容④】授業観察や授業内容の共有

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

教員の授業力向上を目的とし、授業参観を通じた相互学習の機会を設けている。
教員が互いの授業を観察し、客観的な視点でフィードバックを行うことで、授業
改善のヒントを得ることができる。また、ICTツールを活用することで、効率的
かつ継続的な授業改善につなげることを狙いとしている。
具体的には、Google スプレッドシートを活用して授業内容とフィードバック
を整理し、Google Chatを用いて実践事例を共有する取り組みを行った。

Googlechatによる共有
授業以外にも研修などで
学んだこともここで共有
が行われる。ここで共有
したことは下のサイトで
発信している。
https://boe.8jo.ed.jp/

スプレッドシートによる共有
見に行けなかった教員もどんな授業だったかを知ることができた。


